
　
そ
の
日
本
個
体
群
が
絶
滅
し
た
コ

ウ
ノ
ト
リ
を
日
本
の
空
に
復
活
さ
せ

る
取
り
組
み
で
あ
る
「
コ
ウ
ノ
ト
リ

野
生
復
帰
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

2
0
0
5
年
か
ら
兵
庫
県
但
馬
地
域

で
、
そ
の
実
践
、
す
な
わ
ち
リ
リ
ー

ス
（
放
鳥
）
が
始
ま
っ
た
。

　
我
々
、
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
地

域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
の
教

員
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施

さ
れ
る
、
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ

る
地
域
に
定
住
し
、
そ
こ
で
生
活
し

研
究
を
行
な
う
研
究
者
（
レ
ジ
デ
ン

ト
型
研
究
者
と
呼
ぶ
）
で
あ
る
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
人
間
の

生
活
空
間
の
ひ
と
つ
で
あ
る
田
園
地

帯
で
展
開
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
コ

ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
す
る
地
域
づ
く

り
」
を
目
標
と
し
て
い
る
。
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
は
、「
官
民
学
の

連
携
」
が
重
要
で
あ
る
。
コ
ウ
ノ
ト

リ
は
、
3
つ
の
法
律
で
守
ら
れ
て
お

り
、
官
で
あ
る
文
化
庁
、
環
境
省
の

許
可
の
取
得
や
生
物
多
様
性
戦
略
な

ど
の
施
策
と
の
合
致
が
求
め
ら
れ

る
。
兵
庫
県
と
豊
岡
市
は
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
野
生
復
帰
を
主
導
し
連
携
し

て
い
る
の
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
体

制
づ
く
り
や
予
算
の
確
保
な
ど
を
行

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
民
で
あ
る
県

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―
 

レ
ジ
デ
ン
ト
型
研
究
者
の
苦
労
と
喜
び ―

民
、
市
民
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

取
り
組
み
に
関
す
る
理
解
と
協
力
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
特
に
農
家
の

人
に
は
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」

な
ど
を
実
践
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
。
そ
し
て
、
学
で
あ
る
兵
庫
県
立

大
学
は
、
野
生
復
帰
の
科
学
的
デ
ー

タ
を
官
や
民
に
提
供
し
共
有
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
あ
る
地
域
に
生
活
者
と
し
て
定
住

す
る
こ
と
は
、
そ
の
地
域
の
慣
習
や

ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
こ
と
で
あ
る
。

我
々
の
住
ん
で
い
る
兵
庫
県
但
馬
地

域
で
は
、
家
庭
‐
隣
保
‐
区
‐
地
区

の
社
会
組
織
が
あ
り
、
地
域
を
維
持

す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
で
多
く
の

役
割
や
行
事
が
あ
る
。
定
住
者
は
そ

れ
ら
を
担
当
し
た
り
参
加
し
た
り
す

る
が
、
そ
の
た
め
に
は
多
く
の
時
間

と
苦
労
を
伴
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の

現
場
で
暮
ら
し
て
い
る
我
々
に
と
っ

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
前
進
・
拡
大

を
地
域
住
民
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
目

に
す
る
こ
と
は
喜
び
で
あ
る
。
ま
た
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
通
し
て
、
新
し
い
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
、
地
域
内
だ

け
で
な
く
日
本
全
国
、
外
国
ま
で
広

が
る
こ
と
も
大
き
な
喜
び
と
な
っ
て

い
る
。

2005年9月24日に兵庫県でリリースが始まったコウノトリ野生復帰プロジェクト2005年9月24日に兵庫県でリリースが始まったコウノトリ野生復帰プロジェクト

教
授
　
大
迫
　
義
人

［お問い合わせ］各催しの詳細はウェブサイトをご覧ください。あるいはメール、電話にてお気軽にお問い合わせください。

2024年度入学生募集
01

　博士前期課程（全日程合わせて定員12名）、博士後期課程
（全日程を合わせて定員2名）の入学試験を実施します。日程
は、博士前期課程は8月下旬、12月中旬、3月上旬の3回、博士
後期課程は8月下旬、3月上旬の2回を予定しています。
　試験内容は専門試験（小論文）と口述試験です。会場は豊
岡ジオ・コウノトリキャンパス（豊岡会場）と神戸商科キャ
ンパス（神戸会場）から選ぶことができます。

2023年度オープンキャンパス日程
02

　兵庫県立大学大学院地域資源マネジメント研究科の受験
を考えている方や、大学院の取り組みに興味がある方に向
けて、下記の日程でオープンキャンパスを開催します。オー
プンキャンパスでは大学院や入学試験の概要を紹介し、施
設や展示を解説付きでご案内します。また、オープンキャン
パスの開催日を含む前6日間、個別相談を毎日受け入れま
す。随時受付しておりますので、希望日時と話を聞きたい教
員を大学までお知らせください。

【写真提供】

兵庫県立コウノトリの郷公園：
2005年9月24日に兵庫県でリリースが始まった
コウノトリ野生復帰プロジェクト

毛利　元紀：兵庫県姫路市南東部の中生代地史

藤田　大空：包接するシュレーゲルアオガエル

今津　　瞬：春の円山川河川敷

松原　典孝：大迫教授の最終講義で記念品を贈呈発行：2023年 ４月

●2023年度オープンキャンパスの予定

春のオープン
キャンパス

夏のオープン
キャンパス

秋のオープン
キャンパス

冬のオープン
キャンパス

個別面談個別面談個別面談個別面談

5月7日（日）

5月2日（火）～
5月7日（日）

7月18日（火）～
7月23日（日）

10月17日（火）～
10月22日（日）

12月19日（火）～
12月24日（日）

7月23日（日） 10月22日（日） 12月24日（日）

※新型コロナウイルスへの対応により今後の予定が変更になる場合があります。変更などの情報は地域資源マネジメント研究科の
ホームページに逐次更新していきますので、参加希望の方はご確認をよろしくお願いいたします。

兵庫県立大学大学院地域資源マネジメント研究科・ニュースレター［ニューズRRM］No.30



写真：春の円山川河川敷

T O Y O O K A  G E O  &  K O U N O T O R I  C A M P U ST O Y O O K A  G E O  &  K O U N O T O R I  C A M P U S 2021年度
博士前期課程修了生の研究紹介
地域資源マネジメント研究科

地域資源マネジメント研究科は2014年度の
開設以降、合計71名の博士前期課程修了者
を送り出しています。
本号では博士前期課程の修了生の研究に
ついて紹介します。

Im
azu Shun

写真：包接するシュレーゲルアオガエル

毛
利
　
元
紀

G
E

O
 S

tu
d

y �
eld 　

﹇
ジ
オ
研
究
領
域
﹈

兵
庫
県
姫
路
市
南
東
部
に
分
布
す
る
後
期
白
亜
紀

火
山
岩
類
の
地
質

F
u

jita O
zo

ra

藤
田
　
大
空

E
C

O
 S

tu
d

y �
eld 　

﹇
エ
コ
研
究
領
域
﹈

水
田
ビ
オ
ト
ー
プ
に
お
け
る

シュレ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
の
産
卵
特
性

T
ashita K

eisuke

田
下
　
敬
介

S
O

C
IO

 S
tu

d
y �

eld 　
﹇
ソ
シ
オ
研
究
領
域
﹈

歴
史
的
町
並
み
を
有
す
る
観
光
地
に
お
け
る

駐
車
場
配
置
と
観
光
行
動

　
円
山
会
は
第
１
期
修
了
生
の
皆
様
が
設
立
さ

れ
て
、
今
年
度
で
８
年
目
に
な
り
、
私
が
円
山

会
会
長
に
就
任
し
て
３
年
目
に
な
り
ま
す
。
私

が
就
任
し
た
当
時
は
コ
ロ
ナ
で
行
動
が
大
き
く

制
限
さ
れ
、
こ
こ
２
年
は
活
動
ら
し
い
活
動
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
少
し
ず
つ
制

限
が
緩
和
さ
れ
、
今
で
は
コ
ロ
ナ
前
の
日
常
へ

と
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
日
常
へ
と
戻
り
つ
つ
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ

ナ
で
行
動
が
大
き
く
制
限
さ
れ
た
こ
と
で
様
々

な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
私
が
感
じ
て
い

る
の
は
、
地
域
と
の
繋
が
り
で
す
。

　
私
が
生
活
す
る
地
域
で
は
、
コ
ロ
ナ
前
で
は

祭
り
や
地
区
運
動
会
な
ど
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
企
画
し
て
行
う
行
事
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
人
が
集
ま
る
催
し
が
出
来
な
く

な
っ
た
こ
と
で
、
今
ま
で
行
っ
て
き
た
行
事
の

必
要
性
を
考
え
る
こ
と
と
な
り
、
今
後
行
わ
な

い
と
決
め
ら
れ
た
行
事
も
あ
り
ま
し
た
。
地
域

の
人
と
の
繋
が
り
を
作
る
機
会
が
減
っ
て
い
く

こ
と
へ
の
寂
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
本
当
の
必

要
性
を
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
と
も
思
い
ま
す
。

　
戻
り
つ
つ
あ
る
日
常
の
中
で
、
地
域
と
の
繋

が
り
が
今
後
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
、

ま
た
、
そ
の
変
化
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た

ら
す
の
か
を
考
え
、
今
後
円
山
会
と
し
て
地
域

に
、
そ
し
て
、
研
究
科
に
何
が
出
来
る
か
を
話

戻
り
つ
つ
あ
る
日
常
と

変
わ
っ
た
こ
と

今
津
　
瞬

写真：大迫教授の最終講義で記念品を贈呈

T
agam

i A
tsushi

　
私
た
ち
学
生
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
、
3
年
目
に
入
り

少
し
ず
つ
収
束
に
向
け
た
出
口
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
度
は
講
義
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
対
面

で
行
わ
れ
、
後
半
に
な
る
と
「
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
」

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
元
の
姿
に
近
い
形
で
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

3
月
に
修
了
さ
れ
る
先
輩
院
生
の
皆
さ
ん
の
送
別
会

（
大
学
・
院
生
会
の
共
催
）
に
つ
い
て
も
、
以
前
の
よ

う
な
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
に
は
未
だ
に
戻
ら
な
い
も
の

の
、
お
菓
子
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
飲
食
を
含
む
懇
談

の
形
が
復
活
し
て
先
輩
た
ち
の
旅
立
ち
を
お
祝
い
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
キ
ャ
ン
パ
ス
開
学
当
時
か
ら
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
生
態
の
研
究
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
た
大
迫

義
人
教
授
が
定
年
退
官
さ
れ
ま
し
た
。
3
月
1
6
日

に
行
わ
れ
た
最
終
講
義
で
は
、
院
生
会
と
し
て
会
場

設
営
の
お
手
伝
い
を
し
た
ほ
か
、
有
志
よ
り
花
束
・

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。（
写
真
）

　
一
方
、
前
年
に
引
き
続
い
て
研
究
・
生
活
環
境
の

改
善
に
取
り
組
み
、
夜
間
に
な
る
と
真
っ
暗
に
な
っ

て
い
た
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
照
明
の
改
善
を
実
現
し

ま
し
た
。
ま
た
、
周
囲
に
飲
食
店
や
コ
ン
ビ
ニ
が
な

い
こ
と
に
鑑
み
、
先
輩
院
生
が
転
居
す
る
際
に
残
し

て
い
っ
て
く
れ
た
小
型
冷
蔵
庫
に
代
わ
っ
て
新
し
い

大
型
冷
蔵
庫
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活
環

境
が
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
年
度
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
さ
れ
て
い
た
懇

「
コ
ロ
ナ
後
」
の
学
生
生
活
の

充
実
に
向
け
た
取
組

田
上
　
敦
士

　

水
田
を
繁
殖
場
所
と
す
る
カ
エ
ル
類
の
多
く
は
水
中
に
産

卵
し
ま
す
。
し
か
し
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
と
い
う

カ
エ
ル
は
ほ
か
の
カ
エ
ル
類
と
は
異
な
り
畔
に
穴
を
掘
り
産

卵
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生
態
を
し
た
本
種
は
耕
作
放
棄
に

よ
る
水
田
の
減
少
や
、
圃
場
整
備
に
よ
る
乾
田
化
、
畔
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
化
に
よ
り
兵
庫
県
版
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
は
準
絶

滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
行
研
究
で
は
水
田
で

の
土
地
活
用
に
つ
い
て
い
く
つ
か
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
保
全
を
よ
り
進
め
て
い
く
た
め
に
は
ビ
オ
ト
ー
プ
の
よ

う
な
新
た
に
作
ら
れ
た
環
境
で
の
産
卵
場
所
に
適
し
た
環
境

に
つ
い
て
も
知
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
兵
庫
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
内
の
水
田
ビ
オ

ト
ー
プ
が
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
の
恒
常
的
な
繫
殖
場

所
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
繁
殖
に
適
し
た
環
境
の

提
供
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
内
の
上
流
、
下
流
、
孤

立
し
た
3
つ
の
異
な
る
環
境
に
あ
る
水
田
ビ
オ
ト
ー
プ
を
踏

査
し
、
目
視
に
よ
る
卵
塊
確
認
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

卵
塊
を
確
認
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
の
1
箇
所
で
物
理
環
境
の
計

測
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
産
卵
場
所
は
谷
幅
の
狭
く
、

標
高
の
高
く
、
植
生
の
管
理
が
さ
れ
て
い
る
水
際
か
ら
20
㎝

の
範
囲
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら

れ
た
理
由
と
し
て
は
、
繁
殖
期
以
外
の
生
息
エ
リ
ア
と
の
容

　

観
光
産
業
は
大
き
な
経
済
効
果
を
生
む
一
方
で
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
や
観
光
公
害
を
誘
発
し
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
問
題
は
、
観
光
地
に
住
む
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の

低
下
、
観
光
客
の
満
足
度
の
低
下
等
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
、
各
地
で

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
の
研
究
で
は
、
交
通
問
題
に
着
目
し
ま
し
た
。
一
般
的
に
、
人
口

規
模
の
小
さ
い
農
村
地
域
は
、
自
動
車
依
存
度
が
高
く
、
公
共
交
通
の

需
要
が
小
さ
い
た
め
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
十
分
に
整
備
さ
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
農
村
地
域
に
お
け
る
観
光
地
で
は
、
観
光
客
の

移
動
手
段
は
自
動
車
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、
観
光
客
の
車
両
が
地
域
住

民
の
生
活
圏
に
侵
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
し
ば
し
ば
交
通
問
題
が
引
き

起
こ
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
歴
史
的
町
並
み
を
有
す
る
地
域
で
は
、
狭
隘

道
路
が
多
い
た
め
交
通
渋
滞
が
深
刻
な
問
題
と
な
り
ま
す
。

　

研
究
の
対
象
地
で
あ
る
豊
岡
市
出
石
町
は
、
歴
史
的
建
造
物
や
風
情

を
味
わ
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
観
光
客
が
訪
れ
る
観
光
地
で
す
。
出
石

町
は
、
狭
隘
道
路
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
観
光
地
の
中
心
部
に
大

型
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
、
例
年
、
繁
忙
期
に
な
る
と
駐
車
場
を
探
索
す

る
観
光
客
の
自
動
車
に
よ
っ
て
、
交
通
渋
滞
が
発
生
し
ま
す
。

　

交
通
渋
滞
の
解
消
策
と
し
て
、
中
心
部
に
整
備
さ
れ
た
駐
車
場
の

移
転
が
１
つ
の
有
効
策
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
移
転
に
よ
る

観
光
客
の
観
光
行
動
の
変
化
を
危
惧
す
る
声
が
聞
か
れ
、
解
消
策
の

検
討
に
は
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
観
光
行
動
の
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
移
転
に
よ
り
観

光
行
動
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
は
考
え
難
く
、
中
心
部
へ
の
回
遊

性
が
著
し
く
抑
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
む
し
ろ
、
移
転
は
交
通
渋
滞
を
解
消
す
る
と
同
時
に
、
中
心
部

へ
の
自
動
車
流
量
を
大
き
く
減
少
さ
せ
、
観
光
客
の
満
足
度
低
下
や

地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
低
下
は
改
善
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

今
後
も
交
通
渋
滞
の
解
消
に
向
け
検
討
が
進
め
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
出
石
町
に
お
け
る
交
通
渋
滞
が
早
期
に
改
善
さ
れ
、
さ
ら
な

る
観
光
地
と
し
て
の
発
展
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

　

西
南
日
本
内
帯
に
は
、
白
亜
紀
〜
古
第
三
紀
の
陸
弧
火
成
活
動
の
産
物
で

あ
る
珪
長
質
火
山
岩
と
深
成
岩
の
両
方
が
み
ら
れ
、
広
く
分
布
し
ま
す
。
近

畿
地
方
で
の
白
亜
紀
〜
古
第
三
紀
火
成
岩
類
の
地
域
地
質
学
的
な
研
究
は
、

従
来
か
ら
研
究
が
進
展
し
て
き
た
中
部
地
方
濃
飛
地
域
や
中
国
地
方
西
部
の

火
成
活
動
と
の
対
比
や
、
当
時
の
火
山
フ
ロ
ン
ト
の
追
究
、
陸
弧
‐
海
溝
系

に
お
け
る
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
の
解
明
の
う
え
で
結
節
点
と
な
る
た
め
重
要
で
す
。

　

近
畿
西
部
の
生
野
・
相
生
・
播
州
赤
穂
地
域
に
分
布
す
る
白
亜
紀
火
山

岩
類
の
放
射
年
代
値
や
岩
相
層
序
、
地
質
構
造
、
火
成
活
動
史
な
ど
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
2
0
0
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。

こ
の
た
め
近
畿
西
部
に
分
布
す
る
白
亜
紀
火
山
岩
類
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

さ
ら
な
る
調
査
研
究
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

姫
路
地
域
で
は
近
年
、
産
総
研
の
図
幅
調
査
に
よ
っ
て
白
亜
紀
火
山
岩

類
の
地
質
構
造
を
重
視
し
た
層
序
学
的
な
研
究
が
進
展
し
、
個
々
の
陥
没

カ
ル
デ
ラ
火
山
体
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

近
畿
西
部
に
お
け
る
白
亜
紀
火
成
活
動
史
の
詳
細
を
捉
え
る
に
は
、
今
後
、

個
々
の
陥
没
カ
ル
デ
ラ
ご
と
に
陥
没
様
式
の
特
定
や
マ
グ
マ
プ
ロ
セ
ス
の
解

明
と
い
っ
た
構
造
地
質
学
・
記
載
岩
石
学
的
な
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
重
要
で
す
。

　

本
地
域
の
白
亜
紀
火
山
岩
類
に
関
し
て
、
山
塊
ご
と
の
詳
細
な
岩
相
変

化
、
岩
相
分
布
や
層
序
、
基
盤
岩
と
火
山
岩
と
の
地
質
構
造
の
関
係
、
カ

ル
デ
ラ
埋
積
火
山
岩
に
お
け
る
変
質
作
用
の
特
徴
な
ど
の
地
質
学
的
実
態

は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
野

外
で
の
火
山
岩
の
岩
相
観

察
・
鏡
下
観
察
に
よ
る
岩
石

記
載
・
帯
磁
率
の
測
定
・
全

岩
主
成
分
化
学
組
成
の
分

析
・
X
R
D
に
よ
る
変
質
鉱

物
の
同
定
を
行
い
、
白
亜
紀

火
山
岩
類
の
地
質
学
的
実
態

を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
よ

る
中
生
代
地
史
（
図
）
を
ま

と
め
ま
し
た
。

易
な
移
動
が
重
要
で
あ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
植
生
を
適
度
に
攪

乱
す
る
こ
と
に
よ
り
産
卵

場
所
で
あ
る
穴
を
掘
る
た

め
の
土
壌
が
固
く
締
ま
る

こ
と
を
防
ぐ
必
要
が
あ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■図のキャプションの引用文献
後藤博弥・井上剛一（1998）２ 地質。姫路市史編集専門委員会（編）
姫路市史第七巻上[自然]、姫路市、pp.64-69、pp.86-91。
後藤博弥・井上剛一（2001）1 姫路市とその周辺の地質、姫路市史編
集専門委員会（編）、姫路市史第一巻上[自然本編]、姫路市、pp.80-87。

図：兵庫県姫路市南東部の中生代地史、図は後藤・
井上（1998、2001）および本研究をもとに作成。

す
機
会
を
で
き
る

だ
け
設
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま

す
。

　
最
後
に
地
域
資

源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
究
科
の
さ
ら
な

る
発
展
と
同
窓
生

の
皆
さ
ん
の
ご
活

躍
と
ご
健
勝
を
祈

念
申
し
上
げ
ま

す
。

（
所
属
：
2
0
2
2
年
度
院
生
会 

企
画
・
広
報
担
当
）

親
会
等
の
活
動

も
可
能
に
な
り

そ
う
で
す
。
学

生
が
豊
岡
ジ
オ

コ
ウ
ノ
ト
リ

キ
ャ
ン
パ
ス
で

よ
り
充
実
し
た

生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
所
属
：
豊
岡
市
役
所
）
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